業務委託仕様書
１　委託業務名　平成28年度玉名版DMO構築事業業務委託
２　目的

本市は、平成23年に九州新幹線全線開通を受けて、熊本県北唯一の駅が開業している。熊本県北地域の玄関口としての役割を担っており、また豊富な湧出を誇る温泉や雄大な自然など地域資源に恵まれ、観光地としての地理的条件や多数の素材を持ち合わせている。しかし、平成8年の宿泊数約200,000人をピークにここ数年の宿泊客数は約100,000人前後の横ばい状態である。このような現状を改善するために一般社団法人玉名観光協会を玉名版DMOの設置先とし、自主事業や商品開発や販売などにて収入を得る仕組みの構築や熊本県北における観光拠点都市を目指した態勢構築を行う。地域内の観光マネジメントの一本化を一般社団法人玉名観光協会で行い活性化を図っていくことを目的とした事業を行う。
３　履行期間 契約締結日～平成29年3月31日まで

４　履行場所 市長が指定する場所

５　業務委託上限金額　１０，０００，０００円（消費税を含む）

６　業務内容 

本市の観光マネジメントの一本化を行う玉名版DMOの設置先としては一般社団法人玉名観光協会とする。今年度はDMOを推進していくための体制構築を最大の目的として、それに向けた連携会議（※１）や研修・セミナー、先進地視察を行う。また、様々な自主事業や商品開発・販売を行えるようマーケティング調査等を行い客観的なデータ分析に基づいて段階的な成長支援を行う。
（※１：玉名観光戦略会議を指す。）

（１）人材育成
1 セミナー・ワークショップ開催
一般社団法人玉名観光協会を中心とした玉名観光戦略会議メンバーを対象とした受け入れ体制構築や様々な自主事業を行うにあたっての参考となるセミナー・ワークショップの開催を行う。

回数：2～3回

対象：玉名観光戦略会議メンバーを中心とした30名程度

目的：受け入れ体制構築及び強化や自立化を目指し商品開発を目的としたもの。

上記内容についての、会議資料作成や会場手配、運営、議事録作成などを一括して行う。（参加メンバーの人選や出席案内・集客などについては本市で対応する。）
2 先進地視察研修会の開催
日本版DMOについての先進地で視察を行い、今後の玉名版DMO設置に向けた取り組みに活かすための研修を実施。
　

回数：1回（日帰りもしくは1泊2日）

対象：玉名観光戦略会議メンバーを中心とした20～30名程度

目的：今後、玉名版DMOの設置に向け参考となる視察先へ赴き、現地の受け入れ体制

や商品開発について学ぶ機会を作る。また、現地のプラットフォームを担う組

織メンバーとの意見交換会の場を設定する。

　　 ※視察先や日程などについては、旅行費用に応じてご提案下さい。

　　上記内容についての、視察先の選定や旅行手配一式を行う。（参加メンバーの人選や参

加案内・集客などについては本市で対応する。）

上記内容についての、会議資料作成や会場手配、運営、議事録作成などを一括して行う。（参加メンバーの人選や出席案内・集客などについては本市で対応する。）

　　　

（２）広域連携のための連絡会議立ち上げ
　①　本市が熊本県北地域における観光拠点を目指す取り組みの一環として、熊本県北地

域（玉名市、荒尾市、山鹿市、菊池市、和水町、南関町、長洲町、玉東町を想定）

の観光協会同士の連携体制を構築する。
　・回数：複数回
　・連携体制構築に向けた説明会議の開催（会議資料作成、会場手配、運営、議事

録作成）
　・体制図・連絡網などの資料作成

（３）マーケティング調査の実施
　①　一般社団法人玉名観光協会の自立化を最大の目標として、今後、様々な商品開発を

自主事業として行うためのマーケティング調査を行う。
　・ターゲット：福岡都市圏及び新幹線沿線の主要都市
　・実施内容：観光における消費動向調査を中心として、今後、自主事業を展開し

ていくにあたり、旅行商品開発（ツアーや着地型プログラム等）や

お土産品、ご当地グルメ開発などの参考となるマーケティング調査

を行う。
　・手法：データ収集やインターネット調査、ヒアリング調査、留め置きによるア

ンケート調査など。
（４）観光ガイド登録（人材バンク）・紹介窓口の設置
　①　現在、本市で活動されているボランティアガイドや、インバウンド対応可能な通訳

案内士（特区ガイド免許可）などの人材の整理と、それらを一括管理し旅行者等が

気軽に依頼をできるような環境及び体制を整備する。
　・本市在住のガイド（国内・国外）の洗い出しと整理
　・人材発掘のための告知と登録システムの構築

　・旅行者（ユーザー）が利用しやすい環境及び体制の構築

（５）着地型体験プログラムの一本化
　①　現在、本市内で実施されている着地型体験プログラムの洗い出しと整理（常時開催、

期間限定など全て）を行う。そして、それらの管理を一本化するための仕組みを構

築し、受け入れ側も管理がしやすく、旅行者にとっても利便性が高い仕組みを整備

する。※一本化した際の事務局は一般社団法人玉名観光協会とする。

　
・本市内の着地型体験プログラムの洗い出しと整理
　・一元管理を行うためのシステム構築

　・旅行者（ユーザー）が利用しやすい環境及び体制の構築

（６）一般社団法人玉名観光協会ホームページ「たまララ」のリニューアル
　①　一般社団法人玉名観光協会ホームページ「たまララ」は、約5年前の九州新幹線開

業に合わせオープンしたホームページである。今回、本事業に合わせて、デザイン
面やシステムなど現在の主流となっているようなものとして、見やすく利便性の高
いホームページにリニューアルを行う。
　
・デザインやシステムなどの全体的なリニューアル
・納期：2017年2月末までに完成・公開

・制作費一式・2017年3月末までの運営管理費・サーバー代等一式含む

・基本的には現在のホームページで使用している画像や原稿などのデータは使用

可能であるが、必要に応じて写真撮影や原稿の書き起しを行うこと。

（７）事業実施報告書の提出
・仕　　様 　Ａ４縦、横書き、左綴じ（グリーン購入法に適合したもの）
・提出部数　 ３部

　　　　　　 ※その他、事業内で制作した成果物についても提出を行う。

７　その他運営上の要件

（１）実施体制

実施体制には、統括責任者及び業務責任者を置き、業務全般の活動を一元化すること。
（２）製作物等の委託先

製作物デザイン等の委託先を明らかにすること。

（３）年間の事業実施スケジュール（事業計画書）の作成

契約締結後、年間の事業実施スケジュール（事業計画書）作成し、提出すること。

（４）本市事業との連動

玉名市が別に行う観光等関連業務と相乗効果をもたらすよう連携・連動を図ること。

（５）契約後の業務

契約後の業務においては、玉名市と協議を重ねながら実施し、本仕様書に定めのない事項があった場合は、協議により変更することがある。

８　契約に関する条件等 

（１）再委託等の制限 

受託者は、本業務の全部又は一部を再委託若しくは請負わせてはならない。ただし、事前に書面にて報告し、玉名市の承諾を得たときは、この限りではない。

（２）成果品の利用及び著作権 

①受託者は、委託業務の成果物に対し、著作権法（昭和４５年法律第４８号）第２１条（複製権）、第２３条（公衆送信権等）、第２６条の２（譲渡権）、第２６条の３（貸与権）、及び第２８条（二次的著作物の利用に関する原著作者の権利）に規定する権利を、成果物の納入、検査合格後、直ちに玉名市に無償で譲渡するものとする。ただし、成果品に掲載する画像データを外部に提供しようとする際は、受託者と協議の上決定するものとする。

②玉名市は、著作権法第２０条（同一性保持権）第２項に該当しない場合においても、その使用のために目的物の改変を行うことができるものとし、受託者はこれに同意し、著作者人格権を主張しないものとする。

③受託者は、成果物が第三者の著作権を侵害しないことを保証し、第三者から成果物に関して著作権侵害を主張された場合の一切の責任は、受託者が負うものとする。

（３）業務の履行に関する措置 

玉名市は本業務（再委託した場合を含む）の履行につき著しく不適当と認められるときは、受託者に対して、その理由を明示した書面により、必要な措置をとるべきことを要求することができる。受託者は、上記要求があったときは、当該要求に係る事項について対応措置を決定し、その結果を要求のあった日から１０日以内に玉名市に書面で通知しなければならない。

（４）機密の保持 

受託者は、本業務（再委託した場合を含む）を通じて知り得た情報を機密情報として扱い、契約の目的以外に利用し、又は第三者に提供してはならない。また、本業務に関して知り得た情報の漏洩、滅失、棄損の防止、その他適正な管理のために必要な措置を講じなければならない。契約終了後もまた同様とする。

